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※　　　色がついているのが複式学級です。 

和
水
町
の
現
状
と
将
来 

和
水
町
の
現
状
と
将
来 

平
成
25
年
度
は
、
小
学
校

7
校
の
う
ち
5
校
が
複
式 

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
和
水
町
に
も
少
子
・
高
齢
化
の
波
が 

厳
し
く
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。 

　
表
１
・
２
は
、
現
在
の
児
童
・

生
徒
数
と
平
成
25
年
度
の
各

学
校
の
児
童
・
生
徒
数
・
学

級
数
の
推
計
で
す
。
町
内
７

つ
の
小
学
校
の
う
ち
５
校
が

複
式
学
級
（
２
つ
の
学
年
の

児
童
数
が
16
名
以
下
の
学
級
）

を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
翌
年
の
26
年
度
に
は
、

春
富
小
学
校
も
複
式
学
級
に

な
る
見
込
み
で
す
。 

　
表
３
は
、
昭
和
40
年
・
60
年
・

学校統合を考える 学校統合を考える シリーズ 

児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
生徒数 
学級数 
生徒数 
学級数 

学年 
9
1
20
1
9
1 1 1
5
1
12
1
12
1
5
1
55
2
51
2

9
1
25
1
10

1
7

1
10
1
13
1
12
1
61
2
62
2

10
1
29
1
17

6

18
1
9
1
16
1
58
2
51
2

11
1
18
1
17

1
8

1
9
1
17
1
11
1

10
1
24
1
8

6

15
1
19
1
19
1

9
1
30
1
22
1
9
1
12
1
17
1
20
1

58
6

146
6
83
6
41
4
76
6
87
6
83
6

174
6

178
6

1 2 3 4 5 6 合計 

菊水中央小 

菊水東小 

菊水南小 

神尾小 

緑小 

春富小 

菊水中 

三加和中 

菊水西小 

 

Ｈ19

児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
児童数 
学級数 
生徒数 
学級数 
生徒数 
学級数 

学年 
4
1
29
1
8
1 1
5
1
8
1
14
1
4
1
43
2
30
1

8
1
17
1
5

 

9
1

11
1
8
1
5
1
51
2
35
1

9
1
20
1
6

12

6
 

9
1
12
1
61
2
43
2

8
1
18
1
9

1
4

1
7
 

9
1

9
1

10
1

29
1
7

8

11
1

7

13
1

1

6

19
1
7
1
4

1
9

13
1
17
1

1

45
5

132
6
42
4
42
4
52
5
60
5
60
6

155
6

108
4

1 2 3 4 5 6 合計 

菊水中央小 

菊水東小 

菊水南小 

神尾小 

緑小 

春富小 

菊水中 

三加和中 

菊水西小 

 

Ｈ25

児童・生徒数 

1

菊水南小学校2年、3年（複式学級）の様子 

表1

表2
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三
加
和
中
学
校 

菊
水
中
学
校 

春
富
小
学
校 

緑
小
学
校 

神
尾
小
学
校 

菊
水
南
小
学
校 

菊
水
東
小
学
校 

菊
水
中
央
小
学
校 

菊
水
西
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

児童・生徒数の推移 
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和水町学校統合組織図 

和水町議会 

和水町教育委員会 

和水町 
学校規模等 
適正化審議会 

議会・保護者・地域 
・学校長・行政・ 
学識経験者・その他 

（総務・財政・企画・建設） 
 

町議会学校 
統合特別委員会 

 

学校統合問題検討委員会（7校区） 

議会代表 小学校 
ＰＴA

学　校 
評議員 

中学校 
ＰＴＡ 

小学校 
校　長 

区長代表 

ＰＴＡ（学校・家庭・社会）・和水町町民　 

○小中学校統廃合問題 
○学校跡地利活用問題 

提言 

諮問 

答申 

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
学

校
規
模
等
適
正
化
審
議
会
」

を
設
立
し
、
町
内
小
中
学
校

の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ

い
て
諮
問
し
て
い
ま
す
。
審

議
会
の
委
員
の
構
成
は
、
町

議
会
代
表
、
保
護
者
代
表
な

ど
の
15
名
と
学
識
経
験
者
と

し
て
米
澤
和
彦
氏
（
県
立
大

学
学
長
）
、
陶
山
三
千
也
氏
（
西

日
本
短
期
大
学
教
授
）
、
廣

田
須
美
子
氏
（
人
権
教
育
指

導
員
）
の
合
計
18
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

　
町
議
会
議
員
の
「
統
合
特

別
委
員
会
」
、
７
つ
の
小
学

校
区
ご
と
の
「
学
校
統
合
問

題
検
討
委
員
会
」
で
の
意
見

な
ど
も
協
議
し
て
、
今
年
度

中
に
学
校
統
合
に
関
す
る
答

申
が
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
審
議
会
の
こ
れ

ま
で
の
大
ま
か
な
意
見
を
こ

こ
に
報
告
し
ま
す
。 

平
成
19
年
・
25
年
（
推
計
）

の
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
表

し
た
も
の
で
す
。
時
の
流
れ

と
と
も
に
子
ど
も
の
数
が
激

減
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。 

　
「
学
力
の
向
上
」
「
豊
か
な

心
」
「
健
康
な
身
体
」
な
ど

の
生
き
る
力
を
子
ど
も
達
に

付
け
た
い
。
次
代
を
担
う
子

ど
も
達
を
育
て
る
教
育
環
境

を
整
え
る
た
め
に
い
ま
町
民

の
英
知
を
絞
る
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
学
校
を
考
え
る 

学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て 

１
、
自
立
し
て
た
く
ま
し
く
生

き
る
子
ど
も
達
の
成
長
に
は
、

集
団
の
中
で
互
い
に
刺
激
し

あ
い
、
人
間
関
係
を
築
く
力

を
育
む
教
育
も
必
要
で
あ
る
。 

２
、
将
来
、
子
ど
も
達
の
人
数

が
大
き
く
伸
び
る
こ
と
は
期

待
で
き
な
い
。
し
か
し
、
複

式
学
級
で
の
教
育
は
避
け
た

い
。 

３
、
三
加
和
地
区
・
菊
水
地
区

の
小
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
１
校

に
統
合
し
、
ま
ず
は
複
式
学

級
が
始
ま
っ
て
い
る
菊
水
地

区
の
小
学
校
を
先
に
統
合
し

た
ほ
う
が
良
い
。 

４
、
小
学
校
６
年
、
中
学
校
３

年
制
の
教
育
課
程
を
新
し
い

教
育
課
程
に
改
め
る
。 

５
、
建
築
基
準
見
直
し
前
（
昭

和
56
年
）
の
菊
水
地
区
の
小

中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
に

つ
い
て
は
、
耐
震
調
査
の
結

果
を
基
に
校
舎
の
利
用
を
検

討
す
る
。 

　
以
上
、
審
議
会
の
主
な
意
見

　
で
す
。 

　 　
子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
保

護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
期
待

は
、
「
学
力
を
付
け
て
欲
し
い
」

「
人
の
心
の
わ
か
る
や
さ
し
い

人
間
に
育
っ
て
欲
し
い
」
「
健

康
で
明
る
い
人
に
育
っ
て
欲
し

い
」
な
ど
、
人
間
と
し
て
の
成

長
を
心
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

　
子
ど
も
達
は
集
団
の
中
で
学

習
は
も
ち
ろ
ん
、
友
達
と
の
協

調
性
や
連
帯
性
を
培
い
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま

す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
や

学
校
に
対
す
る
愛
着
は
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
の
将
来
を
第
一

に
考
え
、
大
局
的
な
見
地
か
ら

統
合
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

●
学
校
規
模
等
適
正
化
審
議
会
の
意
見 

表3

（人） 

 


